　２９年度　展・大　提　出　必　須　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【様式１】

	事務局使用欄
	受付月日
	

	
	整理番号
	


公益信託愛・地球博開催地域社会貢献活動基金助成活動「実績報告書」兼「自己評価書」
平成　　年　　月　　日

公益信託愛・地球博開催地域社会貢献活動基金
受託者　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　宛
本基金の平成２９年度の助成を受けた事業が完了しましたので、下記のとおり報告します。

また、この実績報告書および添付資料に記載の事項は、当公益信託の運営に必要な範囲で、当基金の受託者・委託者・運営委員会が取得・利用すること、また、団体名・事業内容等の情報が主務官庁へ提供される他、外部に公開されることについて同意します。

１．報告者・連絡（書類送付）先  【助成申請時からの変更： あり・なし 】←○印で囲んで下さい。
	助成金受給者名

（団体・グループ名）


	（ﾌﾘｶﾞﾅ）

	
	　　                                                       

[報告者区分：ＮＰＯ法人・その他の法人・任意団体]　←○印で囲んで下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	代表者名・代表者印


	[image: image1.emf]旅費交通費精算書

日付

氏名

日付 行先・目的

備考

合計

0 往復

自家用車で移動した場合は、　　　　円/kmにて計算する。

作成 承認

受取サイン

交通機関



  　　　年　　月　　日

区間 金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　                                                 　　 　 

	住所・連絡先
	〒
住所

TEL (       )　　　－　　　　　　FAX (       )　　　－

	連絡先担当者氏名
	（役職　　　　）
	連絡先区分
	自宅･事務所・勤務先

	連絡先
	〒
住所

TEL (       )　　　－　　　　　　携帯電話　　 (       )　　　－


２. 事業名

	


３. 助成活動区分・助成額・活動期間

	助成活動区分名
※助成を受けた活動について助成額・事業費総額（実績）を記入して下さい。
	２９年度　展開期・大規模

※該当する活動区分を○印で囲んで下さい。
	助成額
	事業費総額

	
	
	万円
	万円

	活動期間　
	　平成　　年　　月　　日　～　平成　　年　　月　　日　　　　　　　


４．当事業に携わった主なスタッフ

（中心となった方を５名までを記入して下さい）
	氏　名
	当事業の担当業務

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※受託者は、個人情報の保護に関する法律（平成15年5月30日法律57号）に基づき、申請者の個人情報を、

公益信託業務を遂行するために必要な範囲内に限定して利用致します。

５．助成対象活動の実績及び評価　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【様式２】
（１）助成対象活動の実績

	①　団体名



	②　事業名



	③　活動区分（該当する活動区分を○印で囲んで下さい）　展開期・大規模



	④　活動期間

	⑤　実施した助成対象活動の実績及び成果について




	⑤　実施した助成対象活動の実績及び成果について




（２）　助成対象活動の収支実績
※当基金助成対象活動に関する収支の総額について記入して下さい。

※領収書等は、科目別に通し番号を記入の上、末尾の「領収書等添付用紙」に項目毎に貼付し、合計金額を記入して下さい。【通し番号の例】(1)-1～3、(2)-1～10･･･
※事業費項目単位で２０％を超えかつ５万円を超える増減があった場合は、受託者の三菱ＵＦＪ　　　　信託銀行宛に「予算変更届」を提出し、承認を受ける必要があります。同届は、基金ホームページ（http://www.morikorokikin.jp/Jyosei_Kettei/index.html）からダウンロードできます。予算変更の承認を受けた場合は変更後予算額をA’に記載し、実績差額C=B-A’、予算比C/A’として計算して下さい。

　①収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

	項　目
	予算額

Ａ
	予算変更後

予算額 Ａ’
	決算額

Ｂ
	予算実績差額

Ｃ=Ｂ-Ａ
	予算比

Ｃ/Ａ
	備　考

	本助成金
	
	
	
	
	％
	

	他の助成金
	
	
	
	
	％
	他の助成等

（　　　　　）

	本事業の

事業収入
	
	
	
	
	％
	参加費収入等

	その他収入

（　　　）
	
	
	
	
	％
	自己資金等

	収入合計
	
	
	
	
	％
	支出合計と一致することを確認してください。


②支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
	事業費項目
	予算額

Ａ
	予算変更後

予算額Ａ’
	決算額

Ｂ
	予算実績差額Ｃ=Ｂ-Ａ
	予算比

Ｃ/Ａ
	該当する

領収書通し番号

	（１）物品・

資材購入費
	
	
	
	
	％
	

	（２）

業務委託費
	
	
	
	
	％
	

	（３）

外部講師謝金
	
	
	
	
	％
	

	（４）

印刷製本費
	
	
	
	
	％
	

	（５）

旅費交通費
	
	
	
	
	％
	

	（６）

通信費
	
	
	
	
	％
	

	（７）事務・

消耗品費
	
	
	
	
	％
	

	（８）

機材・施設等

賃借料
	
	
	
	
	％
	

	（９）

人件費
	
	
	
	
	％
	

	（10）

雑費
	
	
	
	
	％
	

	支出合計
	
	
	
	
	％
	収入合計と一致することを確認してください。


（３）活動実績の自己評価
　①　活動の計画と実績との差について

※　次のアからエについて当初計画の概要を記入し、計画と実績を比較して記入下さい。

	ア．実施体制面（当初計画通りの実施体制であったか、そうでなかった場合の理由等）

○　当初計画

○　実績



	イ．事業計画面（当初計画通りの事業が実施できたか、そうでなかった場合の理由等）

○　当初計画

○　実績



	ウ．資金計画面（当初計画通りであったか。過不足が生じた場合はその理由について等）
○「助成対象活動の収支実績」ページに基づき予算と実績の差異について説明してください。


	エ．スケジュールその他の面（当初計画通りであったか、そうでなかった場合の理由等）
○　当初計画

○　実績





②　共催又は実行委員会方式の場合のみ、記入・提出して下さい。
	ア．単独で実施した場合と比較し、共催又は実行委員会として達成できた成果



	イ．共催又は実行委員会の役割分担・費用分担等、当初の計画と比較しての相違点


	ウ．共催又は実行委員会によって発見した課題とその対応

	エ．今後の共催又は実行委員会の予定


６．助成期間終了後の事業の状況
	該当する番号に丸印を付して、コメントを記入して下さい。

1 より発展した形で実施する

2 基本的にそのまま継続する

3 縮小して継続していく

4 休止する

5 その他

【コメント】



７．自己評価採点表

※　各項目５段階で自己評価し、該当すると思われる点数に○印で囲み、総括欄にコメントして下さい。
	
	評　価　項　目
	自己評価

	１．
	愛・地球博理念の継承性

・愛・地球博の理念を継承発展させるに相応しい活動成果であったか。
	５
	４
	３
	２
	１

	２．
	必要性

・社会情勢に応じてニーズは高かったか
・取り組む必要性は当初の予測通りか
	５
	４
	３
	２
	１

	３．
	　公益性

・広く地域、社会に貢献する活動であったか
	５
	４
	３
	２
	１

	４．
	　発展可能性

・今後の成果の広がりが期待できる活動か

・次世代の育成につながる活動か
	５
	４
	３
	２
	１

	５．
	　実現可能性

・実施体制、事業計画、資金計画、スケジュール等実現可能な活動であったか
	５
	４
	３
	２
	１

	６．
	　費用の妥当性

・活動の内容に見合った経費見積もりであったか。収支バランスは達成できたか
	５
	４
	３
	２
	１

	総括


	（コメント）


	５
	４
	３
	２
	１


（自己評価の目安）

	点数
	５
	４
	３
	２
	１

	目安
	当初計画を　　大きく上回った
	当初計画を上回った
	当初計画の通り達成できた
	当初計画を下回った
	当初計画を大きく下回った


【様式３】
【　領収書等貼付用紙　】
	事業費 項 目
	          


      事業費項目毎に、領収書等のコピー（縮小コピー可）に通し番号を記入し、折り曲げたり重ならないよう貼り付け、右下合計欄に項目毎の合計金額を記入して下さい。なお、本用紙が足りない場合は、本用紙をコピーして使用して下さい。

　　　できる限り、事業費項目ごとに総勘定元帳を添付してください（参考資料　参照）。

	


	頁計
	                         円

	項目累計
	                         円


【様式４】
【　写真貼付用紙　】

	助成金受給者

（団体・グループ）名
	


活動の実績を表す写真を1枚以上３枚以内で必ず貼付して下さい。（デジカメからの印刷物貼付可）
それぞれの写真には必ず「表題」を記入して下さい。

	


【様式５】
【　記事貼付用紙　】

	掲載新聞・掲載日等
	


助成対象活動の記事の写しを貼付して下さい。

	


実績報告書・自己評価書作成時のポイント
· 実績報告書・自己評価書作成に当たっては、下記のチェックリストを参考にして、所定の記入欄に不足なく記入・添付して下さい。

· パソコンで作成する場合は、実績報告書・自己評価書の様式を変更しないで下さい。又、欠落に注意

して下さい。手書きの場合は読みやすく記入して下さい。

◆【様式２】は公開対象ページです。
	
	チェックリスト（実績報告書項目・添付書類）

	1.報告者・連絡

（書類送付）先
	団体代表者の印を押印してください。

	2.事業名
	助成申請書に記入した事業名を記入して下さい。

	3.助成活動区分・助成額・活動期間
	助成区分に○をつけ、助成額（万円単位）、総事業費（円単位）、活動期間（最長平成29年4月1日～平成30年3月31日）を記載してください。

	4.当事業に携わった主なスタッフ
	当事業を担当した主なスタッフ５名の氏名及び担当業務を記入してください。

	5.助成対象活動の実績及び評価
	実施回数、参加者数、関わったスタッフ数、制作物の数量など、数値で実績の報告ができるものは、数値で記載してください。

	(1)助成対象活動の実績
	誰が・いつ・どの場所で・どんな助成対象活動を行ったか、どのような成果が得られたか、具体的に時系列順で記入して下さい。

	(2)助成対象活動の収支実績
	・ 当基金助成対象活動に関する収支の総額について記入して下さい。（モリコロ活動のみ、団体全体ではありません）
· 収入合計と支出合計が一致することを確認してください。収入合計が支出合計より多い場合は、助成金の返還対象となります（募集要項参照）。支出合計が収入合計を上回り団体の資金を補填した場合はその他収入に記載し、収支が一致するように作成してください。

· 経費は、助成対象活動に関するもののみ認められます（募集要項参照）。団体の管理運営費など、助成対象事業の実施に直接必要となるものでない経費等は認められません。
· 領収書等は、科目別に通し番号を記入の上、末尾の「領収書等添付用紙」に項目毎に貼付し、合計金額を記入して下さい。【通し番号の例】(1)-1～3、(2)-1～10･･･。

項目単位で20％を超えかつ5万円を超える増減があった場合は、本報告書提出前に必ず受託者の三菱ＵＦＪ信託銀行宛に「予算変更届」を提出し、承認を受ける必要があります。
もし、提出時に相違が判明した場合は、当報告書に変更した理由と変更が助成活動に与えた影響を記入して下さい。

	(3)活動実績の自己評価
	②は、共催又は実行委員会方式の場合のみ記入してください。

	6.助成期間終了後の  事業の状況
	全団体記入して下さい。

	7.自己評価採点表
	全団体記入して下さい。

	領収書等貼付用紙　
	・モリコロ基金で充当の事業費のみに該当する領収書のみ、コピーを添付して下さい。その他で充当の事業費については提出の必要はありません。

・領収書等のコピーは重ならないようもれなく貼付して下さい。

・助成対象事業期間（平成29年4月1日から平成30年3月31日）内の領収書が原則として経費の対象となります。
・10万円を超える支出は費目の内訳が分かるように領収書に加え、明細を作成・貼付して下さい。

・領収書の宛先は助成対象団体に限られます。
・領収書には下記の事項が記載されているかご確認ください。
　支払日／支払先（金銭を受け取った者の名称及び住所等）／支払金額／      

支払内容（但し書き）
· 銀行にて発行される振込票やコンビニ等のレシートをもって領収書とする場合には、上記の項目が記載されません。余白に必要事項を追記して下さい。
■事業費項目別注意事項
１）業務委託費：
　支払先に委託した業務内容についてもわかるように記載してください。

２）外部講師謝金：
いつ、どこで、何のための講師謝金であったのかを分かるようにしてください。特に事業終了時にまとめて支払いをする場合には、単価や数量など内訳を明記してください。
３）旅費交通費：
公共交通機関の場合は交通機関や区間など、金額の根拠となる事項を記載してください。特に金券ショップなどで購入したチケットの場合には但し書きが記載されていないことがありますのでご注意ください。鉄道・バス等を利用した場合において領収書の交付を受けられなかったときは、旅費交通費精算書（旅費交通費精算書例参照）をもって領収書に替えることが認められます。車両の場合、ガソリン代の請求書の写しを添付し、金額の根拠となる事項を記載して当基金活動分を按分の上、計上して下さい。
４）通信費：
請求書の写しを添付し、当基金活動分を按分の上、計上して下さい。
５）人件費：
　申請書記載時の記載方法に従い、単価（時給・日給）×数量（時・日）など内訳をわかるように記載してください。あわせて、当該助成活動にかかる人件費であることを証明するために、従事内容についても記載してください。
　領収書は本人から受け取るもののほか、ＡＴＭで発行される振込票などで代用することもできます。ただしその場合に表示される金額は源泉所得税や社会保険料控除後の手取り額のみの証明となりますので、支給総額が分かるように賃金台帳や給与明細書のコピーなどを添付してください。
★外貨建領収書
　海外での領収書については、領収書貼り付け表の空欄に支払内容を日本語訳したうえ、金額を円換算してください

	写真貼付用紙
	活動実績を示す写真を貼付して下さい（１～３枚）。貼付した写真の下には題名・撮影日時を脚注で記入して下さい。

	記事貼付用紙（任意）
	助成対象活動が、新聞・雑誌の記事として掲載された場合には、記事のコピーを本紙に貼付して下さい。記事の掲載年月日、新聞社名、（雑誌名・出版社名）、朝刊夕刊（発売号）の別がわかるように本用紙に注記して下さい。


◆実績報告書・自己評価書の記入後、次の点に注意して下さい。

・文章の誤字・脱字・数字の計算間違いはないか点検して下さい。

・提出書類のコピーを必ずご用意ください。事務局からの照会がある場合があります。

・添付書類（領収書等のコピー・写真）が揃っていることを確認して、提出して下さい。

· 展開期・大規模各活動の助成先は、平成３０年９月２２日(土)（予定）に名古屋市内で開催される　　　　　　実績報告会にご出席下さい。平成３０年８月頃に開催案内を郵送します、
· 「実績報告書・自己評価書」は、助成活動が完了した日から速やかに郵送して下さい。

·  提出の際は、必ず本紙１部（片面印刷）及びコピー１部（計２部）を送付先に郵送して下さい。

最終期限：平成３０年５月３１日（木）（消印有効）

· 提出のない場合は団体名等の公表及び助成金返還請求の対象となる場合があります。

· 事故防止のため配達を確認されたい場合は、特定記録郵便で郵送して下さい。

　＜実績報告書送付先＞

〒１００－８２１２

東京都千代田区丸の内１－４－５　

三菱ＵＦＪ信託銀行　リテール受託業務部

公益信託課　　あいちモリコロ基金担当  　宛

（参考資料）

○　報酬の源泉所得税について

　報酬とは、労働契約に基づかない役務の対価として支払われるものです。講師謝金や原稿料などがこれに当たります。報酬は源泉徴収の対象となりますので、取り扱いにご注意下さい。詳しくは、お近くの税務署へご照会ください。

1． 源泉徴収が必要な報酬・料金等の範囲

(1)個人に対して支払う場合

原稿料や講演料、通訳にかかる報酬・料金等

①謝金、取材費、調査費、車代などの名目で支払をする場合がありますが、これらの実態が原稿料や講演料と同じ場合には、すべて源泉徴収の対象になります。 

②旅費や宿泊費などの支払も原則的には報酬・料金に含まれます。しかし、通常必要な範囲の金額で、会社などが直接ホテルや旅行会社等に支払った場合は、報酬・料金に含めなくてもよいことになっています。 
(2)法人に対して支払う場合

一般には源泉所得税の徴収は必要ありません。

＊支払を受ける者が研究会などの団体の場合の、個人か法人かの判定
支払を受ける者が、法人税を納める義務があること又は定款、規約、日常の活動状況などから、団体として独立して存在していることを明らかにした場合は法人として取り扱い、そうでなければ個人として取り扱います。

2． 源泉徴収の方法

源泉徴収すべき所得税額は支払金額により次のようになっています。 
※平成25年1月1日からは源泉所得税を徴収する際、復興特別所得税と併せて源泉徴収しなくてはなりません。

	支払金額（Ａ）
	税額

	100万円以下
	Ａ×10.21％

	100万円超
	100万円×10.21％＋（Ａ－100万円）×20.42％


3． 領収書の記載の仕方（例）

　下記のように金額は源泉所得税控除前の金額を記載し、但し書きに源泉徴収額を記載してください。


４．源泉徴収した所得税を納める期限
　原稿料や講演料などから源泉徴収した所得税は、支払った月の翌月10日までに納めなければなりません。

5． 支払調書の作成
　報酬金額については、1年間（1月1日から12月31日）に支払った報酬を「支払調書」に記載して、本人と税務署（一定要件を満たす場合のみ）に提出します。

○　旅費交通費について

　旅費交通費については、「旅費交通費精算書」をもって領収書にかえることが可能です。交通機関や区間等、金額の根拠となる事項を記載してください。


○総勘定元帳の添付

　収支決算と領収書の整合性確認のため、できる限り総勘定元帳を添付してください。会計ソフトから出力される様式のままで結構です。

（総勘定元帳の例）


モリコロ基金事業　　　　　　　(3)外部講師謝金

	日付
	相手科目
	領収書No
	摘要
	借方
	貸方
	残高

	4/10
	現金
	1
	中田麻希子　NPOセミナー謝金
	10,000
	
	10,000

	3/15
	現金
	2
	中田麻希子　NPOセミナー謝金
	10,000
	
	20,000



参考：

●国税庁　タックスアンサー

http://www.nta.go.jp/taxanswer/gensen/gensen35.htm
●『完全マスター基礎からわかるＮＰＯ会計』合同出版2006

以　上
印
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記入のポイント　※この枠は記入する際に削除してください。


●事業をどのように実施したか分かりやすく記載してください


「いつ、どこで、なにを、誰に、どのくらい、どのように」事業を行ったかについて、下記を参照し、必要な項目を加えて箇条書きにしてください。





○ 講座・研修等を行った場合


・開催時期


・開催場所


・対象者、参加者数


・講座・研修の内容等（講師名等も含む）





○ 情報誌、報告書等を作成した場合


・ 情報誌、報告書等の内容、配布時期、配布先及び配布部数





○備品を購入した場合


・備品名、使用目的、用途、使用頻度、数量、金額など





○共通


・協力機関、団体


・実施者


・事業の特徴（同一事業で２回目以上の申請の場合には、前回との相違点について）
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Ｎｏ．１


領 収 証


ＮＰＯ●●の会　様


金額   \１０，０００－


但し、ＮＰＯセミナー講師謝金（うち源泉所得税1,021円）





2012年4月10日　上記正に領収いたしました。


　　　　　　中田　麻希子　印


　〒461-1234　名古屋市まるのうち町○番地


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tel:052-123-4567
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最終残高が収支決算の額と一致します








_1272798880.xls
旅費交通費精算書

		

						旅費交通費精算書 リョヒコウツウヒセイサンショ												日付 ヒヅケ		　　　年　　月　　日 ネンガツニチ

						氏名 シメイ

						日付 ヒヅケ		行先・目的 イキサキモクテキ		交通機関 コウツウキカン				区間 クカン						金額 キンガク				備考 ビコウ

																		合計 ゴウケイ				0		往復 オウフク

						自家用車で移動した場合は、　　　　円/kmにて計算する。 ジカヨウシャイドウバアイエンケイサン

																						作成 サクセイ		承認 ショウニン

								受取サイン ウケトリ






